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令和５年度「スキルアップ学習会」
ご視聴ありがとうございました

・愛着障害はどんな家庭でも起こりうるものであり、誰にでも修復可能である。

・子どもの行動のみを見るのではなく、その背景まで見て支援を考えることが大切。

・子どもの気持ちを聞くのではなく、安心基地を作り感情を教えていく。

・子どもの全てを受け入れるのではなく、常に教師の提案で先手支援をしていく。

テーマ

「愛着の問題を抱えるこども達の理解と支援～教育現場に生かすために～」

【講 師】 和歌山大学 教育学部教授 米澤 好史 先生
【形 態】 YouTube限定配信
【配信期間】 令和5年８月１日～令和5年８月２５日
【視聴申込】 486名 （所属内訳：幼稚園・子ども園６１名、小学校１１７名、中学校５０名、

高等学校１０名、特別支援学校２２３名、行政２５名）
【視聴回数】 427回 （校内研修会として複数人で見られた学校が複数あった）

令和６年度も学習会を実施します。
詳細が決まりましたら、ホームページでお知らせします。

講演に登場した
キーワードの一部を
紹介します
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期待していた内容と違ったが大変よかった

よかった

大変よかった

講演の感想（アンケートより）

回答者数１２０名


